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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 並 び に ア ル ミ ナ の 少 な く と も 一 つ を 含 む 酸 化 物 、 及 び 白 金 族 金 属  
を 含 有 す る 触 媒 の 粉 砕 物 に 、 反 応 剤 で あ る 所 定 量 の 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 混 合 し て 混 合  
物 を 生 成 し 、 該 混 合 物 を 所 定 の 加 熱 条 件 で 加 熱 す る 工 程 と 、
　 該 加 熱 す る 工 程 で 得 ら れ た 反 応 物 を 所 定 の 溶 解 液 で 浸 出 し 、 第 １ の 固 体 残 渣 と 第 １ の 浸  
出 液 と を 得 る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 固 体 残 渣 を 所 定 の 酸 溶 液 で 浸 出 し 、 第 ２ の 固 体 残 渣 と 第 ２ の 浸 出 液 と を 得 る  
工 程 と 、 を 備 え る
　 触 媒 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム は 、 前 記 粉 砕 物 に 対 す る 重 量 比 で ２ ～ ３ ０ 倍 を 混 合 す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 触 媒 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 混 合 物 を 所 定 の 加 熱 条 件 で 加 熱 す る 工 程 は 、 前 記 混 合 物 の 温 度 が 略 １ ５ ０ ～ ５ ２ ０  
℃ と な る 加 熱 条 件 で 加 熱 す る
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 触 媒 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 溶 解 液 は 、 純 水 、 硝 酸 、 塩 酸 、 蒸 留 水 、 水 道 水 、 硫 酸 、 イ オ ン 交 換 水 の う ち か ら 選  
択 さ れ る

請求項の数　8　（全11頁）　最終頁に続く
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　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 触 媒 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 酸 溶 液 は 、 王 水 、 塩 素 を 含 有 す る 塩 酸 、 及 び 過 酸 化 水 素 を 含 有 す る 塩 酸 か ら 選 択 さ  
れ る
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 触 媒 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 浸 出 液 、 及 び 前 記 第 ２ の 浸 出 液 を 溶 媒 抽 出 し て 前 記 白 金 族 金 属 を 回 収 す る 工  
程 を さ ら に 備 え る
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 触 媒 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 並 び に ア ル ミ ナ の 少 な く と も 一 つ を 含 む 酸 化 物 、 及 び 白 金 族 金 属  
を 含 有 す る 触 媒 の 粉 砕 物 に 、 反 応 剤 で あ る 所 定 量 の 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 混 合 し て 混 合  
物 を 生 成 し 、 該 混 合 物 を 所 定 の 加 熱 条 件 で 加 熱 す る 工 程 と 、
　 該 加 熱 す る 工 程 で 得 ら れ た 反 応 物 を 所 定 の 酸 溶 液 で 浸 出 し 、 浸 出 液 と 固 体 残 渣 と を 得 る  
工 程 と 、 を 備 え る
　 触 媒 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 母 材 に 白 金 族 金 属 を 担 持 し セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 並 び に ア ル ミ ナ の 少 な く と も 一 つ を 含  
む 酸 化 物 を 含 有 す る 触 媒 コ ー ト 層 が 形 成 さ れ た ブ ロ ッ ク 体 か ら な る 触 媒 に 、 反 応 剤 で あ る  
所 定 量 の 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 加 え て 所 定 の 加 熱 条 件 で 加 熱 す る 工 程 と 、
　 該 加 熱 す る 工 程 で 得 ら れ た 反 応 物 を 所 定 の 溶 解 液 で 浸 出 し 、 前 記 白 金 族 金 属 及 び 前 記 触  
媒 コ ー ト 層 の 金 属 成 分 を 含 む ス ラ リ ー 体 を 得 る 工 程 と 、
　 前 記 ス ラ リ ー 体 を 固 液 分 離 し 、 第 １ の 固 体 残 渣 と 第 １ の 浸 出 液 と を 得 る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 固 体 残 渣 を 所 定 の 酸 溶 液 で 浸 出 し 、 第 ２ の 固 体 残 渣 と 第 ２ の 浸 出 液 と を 得 る  
工 程 と 、 を 備 え る
　 触 媒 の 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 触 媒 の 処 理 方 法 に 関 す る 。 詳 し く は 、 簡 易 な 方 法 に よ り 、 廃 触 媒 か ら 白 金 族  
金 属 を 効 率 的 に 回 収 す る こ と が で き る 触 媒 の 処 理 方 法 に 係 る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 大 半 の ガ ソ リ ン 自 動 車 が 、 三 元 触 媒 コ ン バ ー タ （ 以 下 、 「 触 媒 」 と い う 。 ） を 使  
用 し た 排 ガ ス 浄 化 シ ス テ ム を 搭 載 し て い る 。 こ の 触 媒 は 、 一 酸 化 炭 素 、 窒 素 酸 化 物 、 未 燃  
焼 の 炭 化 水 素 を 、 二 酸 化 炭 素 、 窒 素 、 水 に 変 換 し て 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 燃 焼 後 の 排 ガ ス  
を 浄 化 す る 機 能 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 触 媒 の 基 本 構 造 は 、 主 に セ ラ ミ ッ ク を 原 材 料 と す る ハ ニ カ ム 構 造 の 母 材 の 表 面 に 、 セ リ  
ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 ア ル ミ ナ を は じ め と す る 無 機 酸 化 物 か ら 構 成 さ れ た 触 媒 コ ー ト 層 が 形 成  
さ れ 、 こ の 触 媒 コ ー ト 層 に 白 金 （ Ｐ ｔ ） 、 パ ラ ジ ウ ム （ Ｐ ｄ ） 、 ロ ジ ウ ム （ Ｒ ｈ ） な ど の  
白 金 族 金 属 が 担 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 白 金 族 金 属 は 、 自 動 車 用 触 媒 を は じ め と し て 多 く の 工 業 製 品 に 採 用 さ れ て い る 産 業 の 必  
須 元 素 で あ り 、 使 用 済 み の 触 媒 （ 以 下 、 「 廃 触 媒 」 と い う 。 ） か ら の 白 金 族 金 属 の 回 収 技  
術 を 確 立 す る こ と で 、 こ れ ら 白 金 族 金 属 の 安 定 的 な 供 給 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 白 金  
族 金 属 の 単 価 は 高 い た め 、 回 収 率 が 僅 か に 向 上 す る だ け で も 収 益 に 大 き く 貢 献 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 廃 触 媒 か ら 白 金 族 金 属 を 回 収 す る 方 法 と し て は 、 従 来 、 乾 式 法 と 湿 式 法 が 用 い ら れ て き  
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た 。 こ こ で 、 乾 式 法 は 、 廃 触 媒 に 含 ま れ る 白 金 族 金 属 、 或 い は 金 を コ レ ク タ ー 金 属 （ 銅 、  
ニ ッ ケ ル 、 鉛 な ど ） と と も に 加 熱 す る こ と で 、 白 金 族 金 属 を コ レ ク タ ー 金 属 中 に 合 金 と し  
て 回 収 す る 方 法 で あ り 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 の 技 術 が 知 ら れ て い る 。 一 方 、 湿 式 法 は  
、 王 水 、 又 は 塩 酸 等 の 酸 に 酸 化 剤 で あ る 過 酸 化 水 素 を 加 え た 溶 液 で 白 金 族 金 属 を 抽 出 す る  
方 法 や 、 硫 酸 等 を 用 い て 触 媒 の 担 体 材 料 を 溶 か し て 未 溶 解 の 白 金 族 金 属 を 分 離 す る 方 法 等  
が 知 ら れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ４ ２ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 し た 従 来 技 術 の う ち 、 乾 式 法 は 、 白 金 族 金 属 の 回 収 率 は 高 い が 、 大 型 の 設 備 投 資 が  
必 要 と な る た め 、 回 収 コ ス ト が 高 い と い う 問 題 が あ る 。 一 方 、 湿 式 法 は 、 大 型 設 備 を 必 要  
と し な い が 、 白 金 族 金 属 を 担 持 す る 触 媒 コ ー ト 層 は 酸 に 対 し て 難 溶 解 性 で あ る た め 、 白 金  
族 金 属 の 溶 解 を 阻 害 す る 結 果 、 白 金 族 金 属 の 抽 出 率 が 悪 く 、 さ ら に 湿 式 法 で は 大 量 の 酸 を  
必 要 と す る た め 廃 液 処 理 も 必 要 と な る な ど 、 コ ス ト 、 及 び 回 収 率 の 点 で 問 題 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の よ う な 課 題 に つ い て 、 本 願 の 発 明 者 ら は 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ  
ム を 加 熱 し て 得 ら れ た 溶 融 塩 は 、 触 媒 コ ー ト 層 に 含 ま れ る セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 ア ル ミ ナ  
を は じ め と す る 無 機 酸 化 物 を 短 時 間 で 溶 解 除 去 す る こ と を 見 出 し 、 廃 触 媒 か ら 白 金 族 金 属  
を 効 率 的 に 抽 出 で き る 手 法 を 開 発 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 点 に 鑑 み て 創 案 さ れ た も の で あ り 、 簡 易 な 方 法 に よ り 、 廃 触 媒 か ら 白  
金 族 金 属 を 効 率 的 に 回 収 す る こ と が で き る 触 媒 の 処 理 方 法 に 係 る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 触 媒 の 処 理 方 法 は 、 セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 並 び  
に ア ル ミ ナ の 少 な く と も 一 つ を 含 む 酸 化 物 、 及 び 白 金 族 金 属 を 含 有 す る 触 媒 の 粉 砕 物 に 、  
反 応 剤 で あ る 所 定 量 の 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 混 合 し て 混 合 物 を 生 成 し 、 該 混 合 物 を 所 定  
の 加 熱 条 件 で 加 熱 す る 工 程 と 、 該 加 熱 す る 工 程 で 得 ら れ た 反 応 物 を 所 定 の 溶 解 液 で 浸 出 し  
、 第 １ の 固 体 残 渣 と 第 １ の 浸 出 液 と を 得 る 工 程 と 、 前 記 第 １ の 固 体 残 渣 を 所 定 の 酸 溶 液 で  
浸 出 し 、 第 ２ の 固 体 残 渣 と 第 ２ の 浸 出 液 と を 得 る 工 程 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 並 び に ア ル ミ ナ の 少 な く と も 一 つ を 含 む 酸 化 物 、 及 び 白  
金 族 金 属 を 含 有 す る 触 媒 の 粉 砕 物 に 、 反 応 剤 で あ る 所 定 量 の 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 混 合  
し て 混 合 物 を 生 成 し 、 混 合 物 を 所 定 の 加 熱 条 件 で 加 熱 す る 工 程 を 備 え る こ と に よ り 、 粉 砕  
物 に 反 応 剤 で あ る 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 混 合 し て 得 ら れ た 混 合 物 を 所 定 の 温 度 ま で 加 熱  
す る こ と で 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム が 溶 融 塩 と な り 、 該 溶 融 塩 に よ り 粉 砕 物 に 含 ま れ る 酸  
化 物 を 溶 解 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 混 合 物 を 加 熱 処 理 し て 得 ら れ た 反 応 物 を 所 定 の 溶 解 液 で 浸 出 し 、 第 １ の 固 体 残 渣  
と 第 １ の 浸 出 液 と を 得 る 工 程 を 備 え る こ と に よ り 、 反 応 物 を 主 に 白 金 族 金 属 を 含 む 第 １ の  
固 体 残 渣 と 、 主 に 酸 化 物 を 形 成 す る 金 属 成 分 を 含 む 第 １ の 浸 出 液 と に 分 離 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 第 １ の 固 体 残 渣 を 所 定 の 酸 溶 液 で 浸 出 し 、 第 ２ の 固 体 残 渣 と 第 ２ の 浸 出 液 と を 得  
る 工 程 を 備 え る こ と に よ り 、 第 １ の 固 体 残 渣 の う ち 、 酸 溶 液 に 対 し て 易 溶 解 性 の 白 金 族 金  
属 を 主 に 含 む 第 ２ の 浸 出 液 と 、 そ れ 以 外 の 残 渣 で あ る 第 ２ の 固 体 残 渣 と に 分 離 す る こ と が  
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で き る 。 以 上 の 工 程 に よ り 、 触 媒 の 粉 砕 物 か ら 白 金 族 金 属 を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム は 、 粉 砕 物 に 対 す る 重 量 比 で ２ ～ ３ ０ 倍 を 混 合 す る 場 合 に  
は 、 混 合 物 の 反 応 が 促 進 さ れ 、 粉 砕 物 か ら 酸 化 物 を 短 時 間 で 溶 解 除 去 す る こ と が で き る 。  
な お 、 粉 砕 物 に 対 す る 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム が 重 量 比 で ２ 倍 未 満 の 場 合 に は 、 粉 砕 物 と の  
反 応 が 促 進 さ れ ず 、 粉 砕 物 か ら 酸 化 物 を 効 率 的 に 溶 解 除 去 す る こ と が で き な い 。 一 方 、 粉  
砕 物 に 対 す る 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム が 重 量 比 で ３ ０ 倍 を 超 え て も 反 応 時 間 に 変 化 は な い た  
め 、 処 理 コ ス ト を 考 慮 す る と 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム の 粉 砕 物 に 対 す る 重 量 比 の 上 限 は ３  
０ 倍 程 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 混 合 物 を 所 定 の 温 度 で 加 熱 す る 工 程 に お い て 、 混 合 物 の 温 度 が １ ５ ０ ～ ５ ２ ０ ℃  
と な る 加 熱 条 件 で 加 熱 す る 場 合 に は 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム に よ る 反 応 が 促 進 さ れ 、 効 率  
的 に 粉 砕 物 か ら 酸 化 物 を 溶 解 除 去 す る こ と が で き る 。 な お 、 加 熱 条 件 と し て 、 混 合 物 の 温  
度 が １ ５ ０ ℃ 未 満 で あ る 場 合 に は 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム が 溶 融 状 態 と な ら ず 、 粉 砕 物 か  
ら 酸 化 物 を 完 全 に 溶 解 除 去 す る こ と が で き な い た め 白 金 族 金 属 の 回 収 率 が 悪 化 す る 。 一 方  
、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム は 略 ５ ２ ０ ℃ 前 後 が 沸 点 と な る た め 、 混 合 物 の 加 熱 条 件 と し て は  
、 １ ５ ０ ℃ ～ ５ ２ ０ ℃ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 溶 解 液 は 、 純 水 、 硝 酸 、 塩 酸 、 蒸 留 水 、 水 道 水 、 硫 酸 、 イ オ ン 交 換 水 の う ち か ら  
選 択 さ れ る 場 合 に は 、 こ れ ら 溶 解 液 に よ り 混 合 物 を 第 １ の 固 体 残 渣 と 第 １ の 浸 出 液 と に 分  
離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 酸 溶 液 は 、 王 水 、 塩 素 を 含 有 す る 塩 酸 、 及 び 過 酸 化 水 素 を 含 有 す る 塩 酸 か ら 選 択  
さ れ る 場 合 に は 、 こ れ ら 酸 溶 液 は 強 い 酸 化 性 を 示 す た め 、 第 １ の 固 体 残 渣 か ら 白 金 族 金 属  
を 効 率 的 に 浸 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 １ の 浸 出 液 、 及 び 第 ２ の 浸 出 液 を 溶 媒 抽 出 し て 白 金 族 金 属 を 回 収 す る 工 程 を さ  
ら に 備 え る 場 合 に は 、 第 １ の 浸 出 液 、 及 び 第 ２ の 浸 出 液 に 含 ま れ る 白 金 族 金 属 を 各 浸 出 液  
か ら 溶 媒 抽 出 し て 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 触 媒 の 処 理 方 法 は 、 セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 並 び  
に ア ル ミ ナ の 少 な く と も 一 つ を 含 む 酸 化 物 、 及 び 白 金 族 金 属 を 含 有 す る 触 媒 の 粉 砕 物 に 、  
反 応 剤 で あ る 所 定 量 の 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 混 合 し て 混 合 物 を 生 成 し 、 該 混 合 物 を 所 定  
の 加 熱 条 件 で 加 熱 す る 工 程 と 、 該 加 熱 す る 工 程 で 得 ら れ た 反 応 物 を 所 定 の 酸 溶 液 で 浸 出 し  
、 浸 出 液 と 固 体 残 渣 と を 得 る 工 程 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 並 び に ア ル ミ ナ の 少 な く と も 一 つ を 含 む 酸 化 物 、 及 び 白  
金 族 金 属 を 含 有 す る 触 媒 の 粉 砕 物 に 、 反 応 剤 で あ る 所 定 量 の 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 混 合  
し て 混 合 物 を 生 成 し 、 混 合 物 を 所 定 の 加 熱 条 件 で 加 熱 す る 工 程 を 備 え る こ と に よ り 、 粉 砕  
物 に 反 応 剤 で あ る 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 混 合 し て 得 ら れ た 混 合 物 を 所 定 の 温 度 ま で 加 熱  
す る こ と で 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム が 溶 融 塩 と な り 、 該 溶 融 塩 に よ り 粉 砕 物 に 含 ま れ る 酸  
化 物 を 溶 解 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 加 熱 す る 工 程 で 得 ら れ た 反 応 物 を 所 定 の 酸 溶 液 で 浸 出 し 、 浸 出 液 と 固 体 残 渣 と  
を 得 る 工 程 を 備 え る こ と に よ り 、 反 応 物 の う ち 、 酸 溶 液 に 対 し て 易 溶 解 性 の 白 金 族 金 属 を  
主 に 含 む 浸 出 液 と 、 そ れ 以 外 の 残 渣 で あ る 固 体 残 渣 と に 分 離 す る こ と が で き る 。 そ し て 、  
浸 出 液 を 溶 媒 抽 出 す る こ と で 、 触 媒 の 粉 砕 物 か ら 白 金 族 金 属 を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 触 媒 の 処 理 方 法 は 、 母 材 に 白 金 族 金 属 を 担 持 し  
セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 並 び に ア ル ミ ナ の 少 な く と も 一 つ を 含 む 酸 化 物 を 含 有 す る 触 媒 コ ー  
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ト 層 が 形 成 さ れ た ブ ロ ッ ク 体 か ら な る 触 媒 に 、 反 応 剤 で あ る 所 定 量 の 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ  
ム を 加 え て 所 定 の 加 熱 条 件 で 加 熱 す る 工 程 と 、 該 加 熱 す る 工 程 で 得 ら れ た 反 応 物 を 所 定 の  
溶 解 液 で 浸 出 し 、 前 記 白 金 族 金 属 及 び 前 記 触 媒 コ ー ト 層 の 金 属 成 分 を 含 む ス ラ リ ー 体 を 得  
る 工 程 と 、 前 記 ス ラ リ ー 体 を 固 液 分 離 し 、 第 １ の 固 体 残 渣 と 第 １ の 浸 出 液 と を 得 る 工 程 と  
、 前 記 第 １ の 固 体 残 渣 を 所 定 の 酸 溶 液 で 浸 出 し 、 第 ２ の 固 体 残 渣 と 第 ２ の 浸 出 液 と を 得 る  
工 程 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 母 材 に 白 金 族 金 属 を 担 持 し セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 並 び に ア ル ミ ナ の 少 な く と も  
一 つ を 含 む 酸 化 物 を 含 有 す る 触 媒 コ ー ト 層 が 形 成 さ れ た ブ ロ ッ ク 体 か ら な る 触 媒 に 、 反 応  
剤 で あ る 所 定 量 の 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 加 え て 所 定 の 加 熱 条 件 で 加 熱 す る 工 程 を 備 え る  
こ と に よ り 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム が 溶 融 塩 と な り 、 該 溶 融 塩 に よ り 母 材 か ら 触 媒 コ ー ト  
層 を 剥 離 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 反 応 物 を 所 定 の 溶 解 液 で 浸 出 す る こ と で 、 ブ ロ ッ ク 体 か ら な る 触 媒 を 、 白 金 族  
金 属 及 び 触 媒 コ ー ト 層 の 金 属 成 分 か ら な る ス ラ リ ー 体 と 母 材 と に 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 ス ラ リ ー 体 を 固 液 分 離 し 、 第 １ の 固 体 残 渣 と 第 １ の 浸 出 液 と を 得 る 工 程 を 備 え る  
こ と に よ り 、 ス ラ リ ー 体 を 、 主 に 白 金 族 金 属 を 含 む 第 １ の 固 体 残 渣 と 、 主 に 酸 化 物 を 形 成  
す る 金 属 成 分 を 含 む 第 １ の 浸 出 液 と に 固 液 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 １ の 固 体 残 渣 を 所 定 の 酸 溶 液 で 浸 出 し 、 第 １ の 固 体 残 渣 の う ち 、 酸 溶 液 に 対 し  
て 易 溶 解 性 の 白 金 族 金 属 を 主 に 含 む 第 ２ の 浸 出 液 と 、 そ れ 以 外 の 残 渣 で あ る 第 ２ の 固 体 残  
渣 と に 分 離 す る こ と が で き る 。 以 上 の 工 程 に よ り 、 触 媒 の 粉 砕 物 か ら 白 金 族 金 属 を 回 収 す  
る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 触 媒 の 処 理 方 法 は 、 簡 易 な 方 法 に よ り 、 廃 触 媒 か ら 白 金 族 金 属 を 効 率 的 に  
回 収 す る こ と が で き る も の と な っ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 触 媒 の 処 理 方 法 の 工 程 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 触 媒 の 処 理 方 法 の 工 程 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 触 媒 の 処 理 方 法 の 工 程 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 に お い て 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 反 応 剤 と し た 触 媒 の 粉 砕 物 の 溶 融 塩 処  
理 の 状 態 を 示 す 外 観 写 真 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 触 媒 の 処 理 方 法 に つ い て 図 面 等 を 用 い て 詳 細 に 説 明 し 、  
本 発 明 の 理 解 に 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 [ 第 １ の 実 施 形 態 ]
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 触 媒 の 処 理 方 法 の 工 程 図 を 示 す 。 本 実 施 形 態 に 係  
る 触 媒 の 処 理 方 法 は 、 触 媒 の 粉 砕 物 に 反 応 剤 で あ る 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 混 合 し て 混 合  
物 を 生 成 し （ 工 程 １ ） 、 生 成 し た 混 合 物 を 加 熱 処 理 し （ 工 程 ２ ） 、 工 程 ２ の 加 熱 処 理 に よ  
り 得 ら れ た 反 応 物 を 溶 解 液 で 水 浸 出 し （ 工 程 ３ ） 、 工 程 ３ の 水 浸 出 で 得 ら れ た 第 １ の 固 体  
残 渣 と 第 １ の 浸 出 液 の う ち 、 第 １ の 固 体 残 渣 を さ ら に 酸 溶 液 で 酸 溶 解 し て 第 ２ の 固 体 残 渣  
と 第 ２ の 浸 出 液 と を 得 る （ 工 程 ４ ） 、 一 連 の 工 程 か ら 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 工 程 １ に お け る 触 媒 の 粉 砕 物 は 、 自 動 車 の 廃 触 媒 （ 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 二 酸 化 ケ イ 素 、  
酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 等 を 原 材 料 と す る ハ ニ カ ム 構 造 の 母 材 の 表 面 に 、 白 金 族 金 属 が 担 持 さ れ  
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た 触 媒 コ ー ト 層 が 形 成 さ れ た も の ） を 、 事 前 に 粉 砕 機 に よ り 粉 末 状 と な る ま で 粉 砕 し た も  
の で あ る 。 そ し て 、 こ の 粉 砕 物 に 反 応 剤 で あ る 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 混 合 す る 。 硫 酸 水  
素 ア ン モ ニ ウ ム は 、 粉 砕 物 の 重 量 比 で 略 ２ 倍 ～ ３ ０ 倍 の 量 を 目 安 と し て 混 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム の 混 合 量 が 粉 砕 物 の 重 量 比 で 略 ２ 倍 未 満 の 場 合 に は 、 混  
合 物 を 加 熱 処 理 し た 際 に 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム の 溶 融 塩 に 粉 砕 物 が 完 全 に 浸 漬 さ れ ず に  
、 粉 砕 物 と 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム と の 反 応 が 促 進 さ れ ず 、 粉 砕 物 に 含 ま れ る 酸 化 物 （ 触 媒  
コ ー ト 層 の 成 分 で あ る セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 ア ル ミ ナ ） を 粉 砕 物 か ら 完 全 に 溶 解 除 去 す る  
こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 方 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム の 混 合 量 が 粉 砕 物 の 重 量 比 で 略 ３ ０ 倍 を 超 え て も 、 酸 化 物  
を 溶 解 除 去 す る た め の 反 応 時 間 に 大 き な 変 化 は 見 ら れ な い 。 そ の た め 、 処 理 コ ス ト を 考 慮  
す る と 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム の 粉 砕 物 に 対 す る 重 量 比 の 上 限 は 略 ３ ０ 倍 程 度 で あ る こ と  
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 工 程 ２ に お け る 加 熱 条 件 と し て は 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム が 溶 融 塩 と な る １ ５ ０ ℃ 以 上  
と な る よ う に 調 整 す る 。 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム が 溶 融 塩 と な る こ と に よ り 、 粉 砕 物 に 含 ま  
れ る 触 媒 コ ー ト 層 を 構 成 す る 酸 化 物 が 溶 解 し は じ め る た め 、 後 記 す る 工 程 ３ の 水 浸 出 に よ  
り 、 粉 砕 物 か ら 触 媒 コ ー ト 層 を 浸 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 加 熱 条 件 と し て 、 混 合 物 の 温 度 が １ ５ ０ ℃ 未 満 で あ る 場 合 に は 、 硫 酸 水 素 ア ン モ  
ニ ウ ム が 完 全 な 溶 融 状 態 と な ら な い た め 、 粉 砕 物 と の 反 応 が 促 進 さ れ な い 。 従 っ て 、 粉 砕  
物 か ら 酸 化 物 が 完 全 に 溶 解 す る こ と が で き な い た め 、 粉 砕 物 か ら の 白 金 族 金 属 の 回 収 率 が  
悪 化 す る 。 な お 、 加 熱 温 度 の 上 限 値 と し て は 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム の 沸 点 付 近 （ 略 ５ ２ ０  
℃ 前 後 ） に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 工 程 ３ で は 、 工 程 ２ で 得 ら れ た 反 応 物 を 所 定 の 溶 解 液 に よ り 浸 出 し て 第 １ の 固 体 残 渣 と  
第 １ の 浸 出 液 と に 分 離 す る 。 な お 、 溶 解 液 浸 出 に お い て 使 用 す る 溶 解 液 と し て は 特 に 限 定  
さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 水 道 水 、 蒸 留 水 、 イ オ ン 交 換 水 、 純 水 、 或 い は 薄 い 酸 （ 塩  
酸 、 硝 酸 、 硫 酸 ） 等 か ら 適 宜 選 択 す る こ と が で き る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 粉 砕 物 と 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム と の 混 合 物 を 加 熱 処 理 す る と 、 前 記 し た 通 り 、 粉 砕 物 に  
含 ま れ る 成 分 の う ち 、 酸 化 物 を 溶 融 塩 に よ り 溶 融 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 反 応 物 を  
溶 解 液 で 水 浸 出 し 、 得 ら れ た ス ラ リ ー 体 を 固 液 分 離 す る こ と で 、 主 に 酸 化 物 を 形 成 す る 金  
属 成 分 含 む 第 １ の 浸 出 液 と 白 金 族 金 属 を 含 む 第 １ の 固 体 残 渣 と に 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 工 程 ４ で は 第 １ の 固 体 残 渣 を さ ら に 酸 溶 液 で 浸 出 し 、 得 ら れ た ス ラ リ ー 体 を 固 液  
分 離 す る こ と で 、 第 １ の 固 体 残 渣 の う ち 酸 に 対 し て 易 溶 解 性 で あ る 白 金 族 金 属 を 第 ２ の 浸  
出 液 と し て 浸 出 さ せ 、 そ の 他 の 成 分 は 第 ２ の 固 体 残 渣 と し て 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 工 程 ４ で 得 ら れ た 第 ２ の 浸 出 液 を さ ら に 溶 媒 抽 出 す る こ と で 、 白 金 族 金 属 で あ る Ｐ ｔ 、  
Ｐ ｄ 、 Ｒ ｈ を 回 収 す る こ と が で き る 。 な お 、 白 金 族 金 属 の う ち 一 部 の 成 分 （ 例 え ば Ｐ ｔ 、  
Ｐ ｄ ） が 第 １ の 浸 出 液 に 含 ま れ る 場 合 も あ る 。 そ の た め 、 第 １ の 浸 出 液 に つ い て も 溶 媒 抽  
出 す る こ と で 、 白 金 族 金 属 の 回 収 率 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 [ 第 ２ の 実 施 形 態 ]
　 次 に 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ２ の 工 程 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の  
説 明 で は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 重 複 す る 説 明 に つ い て は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 触 媒 の 粉 砕 物 に 反 応 剤 で あ る 硫  
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酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 混 合 し て 混 合 物 を 生 成 し （ 工 程 １ ） 、 こ の 混 合 物 を 加 熱 処 理 す る こ  
と で 反 応 物 を 得 る （ 工 程 ２ ） 。 そ し て 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ の 実 施 形 態 の よ  
う に 溶 解 液 に よ る 水 浸 出 の 工 程 を 経 る こ と な く 、 工 程 ２ で 得 ら れ た 反 応 物 を 酸 溶 液 で 浸 出  
し て 浸 出 液 と 固 体 残 渣 と を 得 る （ 工 程 ３ ） 、 一 連 の 工 程 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の 工 程 に お い て 、 ま ず 、 工 程 １ 、 及 び 工 程 ２ で 粉 砕 物 に 反 応 剤 で あ る 硫 酸 水 素 ア ン  
モ ニ ウ ム を 混 合 し て 得 ら れ た 混 合 物 を 所 定 の 温 度 ま で 加 熱 す る こ と で 反 応 物 を 得 る こ と が  
で き る 。 こ の 反 応 物 は 、 前 記 し た 通 り 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム が 溶 融 塩 と な り 、 該 溶 融 塩  
に よ り 粉 砕 物 に 含 ま れ る 酸 化 物 が 溶 解 除 去 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 工 程 ３ で 反 応 物 を 酸 溶 液 に よ り 浸 出 し 、 得 ら れ た ス ラ リ ー 体 を 固 液 分 離 す る と  
、 酸 溶 液 に 対 し て 易 溶 解 性 の 白 金 族 金 属 を 主 に 含 む 浸 出 液 と 、 酸 化 物 を 主 に 含 む 固 体 残 渣  
と に 分 離 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 浸 出 液 を 溶 媒 抽 出 す る こ と に よ り 、 白 金 族 金 属 を 回  
収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 比 べ て 処 理 方 法 を よ り 簡  
素 化 す る こ と が で き る た め 、 処 理 コ ス ト を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 [ 第 ３ の 実 施 形 態 ]
　 次 に 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は  
、 第 １ の 実 施 形 態 、 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 と 重 複 す る 説 明 に つ い て は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 、 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 で は 触 媒 の 粉 砕 物 を 被 処 理 物 と し た 処 理 方 法 を 説  
明 し た が 、 第 ３ の 実 施 形 態 で は 粉 砕 前 の ブ ロ ッ ク 体 （ 母 材 に 白 金 族 金 属 を 担 持 し セ リ ア 、  
ジ ル コ ニ ア 、 並 び に ア ル ミ ナ の 少 な く と も 一 つ を 含 む 酸 化 物 を 含 有 す る 触 媒 コ ー ト 層 が 形  
成 さ れ た 触 媒 ） か ら な る 触 媒 を 被 処 理 物 と す る 処 理 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 処 理 方 法 は 、 ブ ロ ッ ク 体 か ら な る 触 媒 に 反 応 剤 で あ る 硫  
酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 加 え て （ 工 程 １ ） 、 さ ら に 加 熱 処 理 し （ 工 程 ２ ） 、 工 程 ２ の 加 熱 処  
理 に よ り 得 ら れ た 反 応 物 を 溶 解 液 で 水 浸 出 し （ 工 程 ３ ） 、 工 程 ３ の 水 浸 出 で 得 ら れ た ス ラ  
リ ー 体 を 固 液 分 離 す る こ と で 第 １ の 固 体 残 渣 と 第 １ の 浸 出 液 と に 分 離 し （ 工 程 ４ ） 、 さ ら  
に 工 程 ４ で 得 ら れ た 第 １ の 固 体 残 渣 を 酸 溶 液 で 酸 溶 解 し て 第 ２ の 固 体 残 渣 と 第 ２ の 浸 出 液  
と を 得 る （ 工 程 ５ ） 、 一 連 の 工 程 か ら 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま ず 、 工 程 １ 、 工 程 ２ に お い て ブ ロ ッ ク 体 の 触 媒 に 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム を 加 え た う え  
で 、 所 定 の 加 熱 条 件 で 加 熱 す る こ と に よ り 、 白 金 族 金 属 が 担 持 さ れ た 触 媒 コ ー ト 層 を 母 材  
か ら 剥 離 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 工 程 ３ で 溶 解 液 に よ り 水 浸 出 す る こ と で 、 ブ ロ ッ  
ク 体 か ら な る 触 媒 は 、 母 材 と 、 白 金 族 金 属 及 び 触 媒 コ ー ト 層 の 金 属 成 分 か ら な る ス ラ リ ー  
体 と に 分 離 す る こ と が で き る 。 な お 、 分 離 さ れ た 母 材 は そ の ま ま 廃 棄 、 或 い は リ サ イ ク ル  
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 方 、 工 程 ３ で 得 ら れ た ス ラ リ ー 体 は 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム と の 反 応 に よ り 、 触 媒 コ  
ー ト 層 に 含 ま れ る 酸 化 物 が 溶 融 塩 に よ り 溶 解 除 去 さ れ た 状 態 と な っ て い る た め 、 工 程 ４ で  
ス ラ リ ー 体 を 固 液 分 離 す る こ と に よ り 、 酸 化 物 を 形 成 す る 金 属 成 分 か ら な る 第 １ の 浸 出 液  
と 、 酸 に 対 し て 易 溶 解 性 を 示 す 白 金 族 金 属 を 含 む 第 １ の 固 体 残 渣 と に 分 離 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ し て 、 工 程 ５ で は 第 １ の 固 体 残 渣 を さ ら に 酸 溶 液 で 浸 出 す る こ と で 、 第 １ の 固 体 残 渣  
の う ち 酸 に 対 し て 易 溶 解 性 で あ る 白 金 族 金 属 を 第 ２ の 浸 出 液 と し て 浸 出 さ せ 、 そ の 他 の 成  
分 は 第 ２ の 固 体 残 渣 と し て 分 離 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 工 程 ５ で 得 ら れ た 第 ２ の 浸 出 液 を 溶 媒 抽 出 す る こ と で 白 金 族 金 属 で あ る Ｐ ｔ 、 Ｐ ｄ 、 Ｒ  
ｈ を 回 収 す る こ と が で き る 。 な お 、 第 １ の 浸 出 液 に も 白 金 族 金 属 の う ち 一 部 の 成 分 （ 例 え  
ば Ｐ ｔ 、 Ｐ ｄ ） が 含 ま れ る 場 合 も あ る 。 そ の た め 、 第 １ の 浸 出 液 に つ い て も 溶 媒 抽 出 す る  
こ と で 、 白 金 族 金 属 の 回 収 率 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て は 、 ブ ロ ッ ク 体 か ら な る 触 媒 を そ の ま ま 処 理 す  
る こ と が で き る た め 、 第 １ の 実 施 形 態 や 第 ２ の 実 施 形 態 の よ う に 、 触 媒 の 粉 砕 処 理 を 行 う  
必 要 が な い た め 、 処 理 コ ス ト を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 ＜ 溶 融 塩 処 理 ＞
　 実 施 例 で は 触 媒 の 粉 砕 物 ０ ． ５ ｇ と 反 応 剤 で あ る 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム ５ ． ０ ｇ を 準 備  
し 、 そ れ ぞ れ 混 合 し た 状 態 （ 以 下 、 触 媒 の 粉 砕 物 と 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム と を 混 合 し た も  
の を 「 混 合 物 」 と い う 。 ） で 試 験 管 に 投 入 し 、 約 ２ ０ 分 程 度 、 バ ー ナ ー に よ り 試 験 管 の 底  
部 を 加 熱 し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ４ は 、 試 験 管 の 加 熱 を 開 始 し て か ら ５ 分 毎 の 試 験 管 内 の 様 子 を 示 す 外 観 写 真 で あ る 。  
図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 加 熱 開 始 か ら ５ 分 後 に は 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム は 溶 融 し た 液 体  
状 （ 溶 融 塩 ） と な り 、 こ の 溶 融 塩 に 触 媒 が 次 第 に 浸 漬 さ れ て 反 応 が 進 む 様 子 が 確 認 で き る  
。 そ し て 図 ４ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 加 熱 開 始 か ら １ ５ 分 後 に は 、 混 合 物 は 白 濁 の 懸 濁 液 か  
ら な る 反 応 物 が 生 成 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ＜ 溶 解 液 浸 出 ＞
　 そ の 後 、 試 験 管 を 室 温 ま で 放 冷 し 、 溶 解 液 （ イ オ ン 交 換 水 ） を 投 入 し て 、 固 化 し た 溶 融  
塩 が な く な る ま で ボ ル テ ッ ク ス ミ キ サ ー を 用 い て 水 浸 出 を 行 っ た 。 水 浸 出 に よ り 得 ら れ た  
ス ラ リ ー 体 を ろ 過 す る こ と に よ り 、 濾 液 （ 第 １ の 浸 出 液 ） と 残 渣 （ 第 １ の 固 体 残 渣 ） と に  
分 離 し た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ＜ 酸 溶 解 ＞
　 さ ら に 、 第 １ の 固 体 残 渣 を 王 水 で 約 ２ 時 間 撹 拌 浸 出 さ せ た 。 放 冷 後 、 浸 出 液 を ろ 過 す る  
こ と に よ り 濾 液 （ 第 ２ の 浸 出 液 ） と 残 渣 （ 第 ２ の 固 体 残 渣 ） と に 分 離 し た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 溶 解 液 浸 出 に よ り 得 ら れ た 第 １ の 浸 出 液 と 、 王 水 に よ り 得 ら れ た 第 ２ の 浸 出 液 の そ れ ぞ  
れ に つ い て Ｉ Ｃ Ｐ 発 光 分 光 装 置 に よ り 白 金 族 金 属 成 分 （ Ｐ ｔ 、 Ｐ ｄ 、 Ｒ ｈ ） の 濃 度 を 測 定  
し た 結 果 を 表 １ に 示 す 。 な お 、 表 １ に は 比 較 例 と し て 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム に よ る 溶 解  
塩 処 理 を 行 わ な か っ た 場 合 の 結 果 も 示 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 表 １ 】



10

20

30

40

50

JP 7671994 B2 2025.5.7(9)

【 ０ ０ ５ ９ 】
　 表 １ に 示 す 通 り 、 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム に よ る 溶 融 塩 処 理 を 行 っ た 場 合 の 白 金 族 金 属 の  
回 収 率 は 各 成 分 と も に ９ ９ ． ９ ％ 以 上 と な る の に 対 し て 、 同 処 理 を 行 わ な か っ た 場 合 の 白  
金 族 金 属 の 回 収 率 は Ｐ ｄ の 回 収 率 が ９ ５ ． ９ ％ で 最 も 高 く 、 Ｐ ｔ が ９ ０ ． ６ ％ 、 Ｒ ｈ に つ  
い て は ５ ３ ． ５ ％ に 留 ま る 結 果 と な っ た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 上 の 結 果 よ り 、 触 媒 を 硫 酸 水 素 ア ン モ ニ ウ ム に よ る 溶 融 塩 処 理 を 行 う こ と で 、 白 金 族  
金 属 の 回 収 率 を 大 幅 に 高 め る こ と が 確 認 で き た 。 そ し て 、 第 １ の 浸 出 液 、 及 び 第 ２ の 浸 出  
液 に 対 し て 、 例 え ば 溶 媒 抽 出 に よ り 白 金 族 金 属 成 分 だ け を 抽 出 す る こ と で 、 触 媒 か ら 白 金  
族 金 属 を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 に 係 る 触 媒 の 処 理 方 法 は 、 簡 易 な 方 法 に よ り 、 廃 触 媒 か ら 白 金 族 金 属 を 効  
率 的 に 回 収 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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